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資料編１ アンケート調査票（企業向け） 

【Q.１】貴社名およびご記入者の氏名等をお教えください。 

 

①貴社の名称  

②貴事業所の名称  

③ご回答者の氏名  

④メールアドレス  

 

【Q.２】ご回答者が所属する事業所の基本属性についてお教えください。 

以下の中から当てはまるものにチェックをしてください。 

 １つ選択 

① 山梨県内に本社がある企業の「本社」である □ 

② 山梨県内に本社がある企業の「支店、営業所、工場等」である □ 

③ 山梨県外に本社がある企業の事業所（支店、営業所、工場等）である □ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Q.３】貴社（事業所）の業種、規模、業績等をお教えください。 

 

①業種 

※複数にわたる場合は貴社

内で最も大きな比率を示す

売上を上げている業種を選

択してください。 

□製造業（食料品製造業） 

□製造業（生産用機械器具製造業） 

□製造業（電子部品・デバイス・電子回路製造業） 

□製造業（その他） 

□情報通信業（情報サービス業） 

ご注意（必ずお読みください） 

上記【Q.2】で①②を選択した皆様  ➡ 以降の質問に対して、企業としてご回答ください 

例）従業員数は企業全体の人数をお応えください。山梨県外に

事業所をお持ちの場合はそれも含んだ数になります。 

 

上記【Q.2】で③を選択した皆様  ➡ 以降の質問に対して、事業所としてご回答ください 

例）従業員数は回答者がご所属の事業所の人数をお応えくださ

い。 

 



126 

 

□情報通信業（インターネット附随サービス業） 

□情報通信業（映像・音声・文字情報制作業） 

□宿泊業 

□飲食サービス業 

□旅行業 

□運輸業 

□その他 

②人員規模 

（常時使用する従業員

数） 

□5 人以下 

□6 人～20 人 

□21 人～50 人 

□51 人～100 人 

□101 人～300 人 

□301 人～1,000 人 

□1,001 人以上 

③設立後の年数 

（2022 年 10 月 1 日時

点） 

□2 年未満 

□2 年以上～5 年未満 

□5 年以上～10 年未満 

□10 年以上～20 年未満 

□20 年以上～30 年未満 

□30 年以上～50 年未満 

□50 年以上～100 年未満 

□100 年以上 

 

【Q.４】現在、貴社（事業所）が直面している経営課題をお教えください。最大３つまで選択してください。 

 

① 経営計画の策定及び運用 □ 

② 営業・販路の開拓・拡大 □ 

③ 新たな商品・サービスの開発 □ 

④ 輸出、海外進出 □ 

⑤ 既存の商品・サービスの改善、高付加価値化（ブランド化等） □ 

⑥ 新たな幹部人材（社内で中核的な役割を担う人材）の採用・確保 □ 

⑦ 新たな一般人材（社内各部門のスタッフ等）の採用・確保 □ 

⑧ 既存の人材の育成・活用 □ 

⑨ 社員の働き方改革の推進（リモートワーク等の導入を含む） □ 

⑩ 生産や販売等の現場の業務改善 □ 

⑪ 技術・研究開発 □ 

⑫ デジタル技術の活用による業務の改革・効率化 □ 
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⑬ 財務体質の強化（資金繰りの改善、設備投資資金の確保等） □ 

⑭ 事業承継 □ 

⑮ 外部資本（エクイティ）の獲得手法 □ 

⑯ 知的財産の確保・活用 □ 

⑰ その他 □ 

 

【Q.５】前項 Q.4 で選んだ最大３つの経営課題の中で、貴社（事業所）が最も重要視する経営課題をお教えく

ださい。それぞれ１つを選んでください。 

 

貴社にとって最も重要な経営課題 番号（    ） 

 

【Q.６】過去３年間に社員（新卒）を採用しましたか。当てはまるもの１つを選択してください。 

 

① 採用していない □ 

② 採用した （３年間の累計で1人） □ 

③ 採用した （３年間の累計で２人～３人） □ 

④ 採用した （３年間の累計で４人～５人） □ 

⑤ 採用した （３年間の累計で６人～９人） □ 

⑥ 採用した （３年間の累計で10人～19人） □ 

⑦ 採用した （３年間の累計で20人～49人） □ 

⑧ 採用した （３年間の累計で50人以上） □ 

 

【Q.７】過去３年間に社員（中途）を採用しましたか。当てはまるもの１つを選択してください。 

 

① 採用していない □ 

② 採用した （３年間の累計で1人） □ 

③ 採用した （３年間の累計で２人～３人） □ 

④ 採用した （３年間の累計で４人～５人） □ 

⑤ 採用した （３年間の累計で６人～９人） □ 

⑥ 採用した （３年間の累計で10人～19人） □ 

⑦ 採用した （３年間の累計で20人～49人） □ 

⑧ 採用した （３年間の累計で50人以上） □ 

 

【Q.８】過去３年間に採用した社員（新卒）のなかで山梨県内の教育機関の新卒生の割合は凡そどの程度でし

ょうか。当てはまるもの１つを選択してください。 

 

① 採用していない □ 
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② 10％以下 □ 

③ 11％～20％ □ 

④ 21％～30％ □ 

⑤ 31％～40％ □ 

⑥ 41％～50％ □ 

⑦ 51％～60％ □ 

⑧ 61％～70％ □ 

⑨ 71％～80％ □ 

⑩ 81％～90％ □ 

⑪ 91％以上 □ 

⑫ わからない □ 

  

【Q.９】過去３年間に採用した社員（新卒）の最終学歴で 1 人でも該当する項目を全て選択してください。なお、

ここでの教育機関は県外も含みます。 

 

① 普通高校 □ 

② 工業高校 □ 

③ 普通・工業高校以外の高校 □ 

④ 工業高校・専攻科（甲府工業高等学校専攻科） □ 

⑤ 職業訓練校（産業技術短期大学校、峡南高等技術専門校） □ 

⑥ 専門（専修）学校 □ 

⑦ 高等専門学校（高専） □ 

⑧ 短期大学 □ 

⑨ 大学 □ 

⑩ 大学院 □ 

⑪ その他 □ 

  

 【Q.10】今後、新卒採用を行う場合、どの教育機関からの採用を行いたいですか。当てはまるもの全てを選択して

ください。 

 

① 普通高校 □ 

② 工業高校 □ 

③ 普通・工業高校以外の高校 □ 

④ 工業高校・専攻科（甲府工業高等学校専攻科） □ 

⑤ 職業訓練校（産業技術短期大学校、峡南高等技術専門校） □ 

⑥ 専門（専修）学校 □ 

⑦ 高等専門学校（高専） □ 
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⑧ 短期大学 □ 

⑨ 大学 □ 

⑩ 大学院 □ 

⑪ その他 □ 

 

 【Q.11】高等専門学校（高専）についてお聞きします。高専は実践的・創造的技術者を養成することを目的とし

た高等教育機関ですが、貴社（事業所）では高専からの採用についてどのようにお考えでしょうか。当てはまるもの

一つを選択してください。 

 

① 非常に関心がある □ 

② どちらかと言えば関心がある □ 

③ どちらとも言えない □ 

④ どちら言えば関心はない □ 

⑤ まったく関心はない □ 

⑥ わからない □ 

 

【Q.12】貴社（事業所）では下記の人材タイプはどの程度充足していますか。当てはまるもの 1 つを選択してくださ

い。 

（現在の充足度） 

人材タイプ 過

剰

で

あ

る 

充

足

し

て

い

る 

ほ

ぼ

充

足

し

て

い

る 

や

や

不

足

し

て

い

る 

不

足

し

て

い

る 

わ

か

ら

な

い 

① 貴社（事業所）の経営の一翼を担う幹部人材 □ □ □ □ □ □ 

② 時代の変化に合わせて新たなビジネスモデルを開発できる人材 □ □ □ □ □ □ 

③ 新規事業を起こす起業家精神旺盛な人材 □ □ □ □ □ □ 

④ 品質や生産性の向上を牽引できる技術・技能系人材 □ □ □ □ □ □ 

⑤ ビジネスのデジタル化を推進するIT人材 □ □ □ □ □ □ 

⑥ 海外展開や外国人向けの事業を推進できるグローバル人材 □ □ □ □ □ □ 

⑦ ビジネスの脱炭素化やグリーン化を推進できる人材 □ □ □ □ □ □ 

⑧ 業務を効率的に遂行できる事務スタッフ □ □ □ □ □ □ 

 

【Q.13】新たな働き方の一つとして「副業・兼業」が出てきていますが、貴社（事業所）では多様な人材の確保とい
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う観点で副業・兼業の人材の活用等をどのようにとらえていますか。 

 

① 既に活用している □ 

② 関心があり、募集したことはあるが活用実績はない □ 

③ 関心があるが募集したことはない □ 

④ 関心がない □ 

⑤ わからない □ 

 

【Q.14】貴社（事業所）では今後、どのような人材の確保が最も重要になると考えますか。その人材像について出

来る限り具体的に教えてください。 

（回答欄） 

 

 

 

 

 

 

 

【Q.15】人材育成に対する基本的なお考えをお聞きします。アフターコロナを見据え、企業が生き残っていくために、

人材育成への投資を拡大していく必要性を感じていますか。当てはまるもの一つを選択してください。 

 

① 必要性を感じている □ 

② どちらかと言えば、必要性を感じている □ 

③ どちらかと言えば、必要性を感じていない □ 

④ 必要性を感じていない □ 

⑤ わからない □ 

 

【Q.16】現在、貴社（事業所）で取り組んでいる能力開発をすべて選択してください。当てはまるもの全てを選択し

てください。 

 

① 新入社員研修  □ 

② 若手・中堅社員研修 □ 

③ 管理職研修 □ 

④ 経営幹部研修 □ 

⑤ OJT・現場研修 □ 

⑥ 社内の指導者による社内研修 □ 

⑦ 社員の小集団活動による自主的な学習 □ 
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⑧ 社外のセミナーや講習会の受講 □ 

⑨ 通信教育（インターネット上の教育を含む） □ 

⑩ 自己啓発の奨励・支援（費用補助等） □ 

⑪ 資格取得支援制度（費用補助等） □ 

⑫ 大学等への通学の奨励・支援（費用補助等） □ 

⑬ 取引先等への研修出向 □ 

⑭ その他（自由記入） □ 

 ➡（記入欄） 

「その他」の

内容 

 

 

 

 

【Q.17】現在、貴社（事業所）で取り組んでいるキャリア形成支援をすべて選択してください。当てはまるもの全て

を選択してください。 

 

① 仕事の悩み、職場の悩みに関する相談・助言 □ 

② 目標管理制度などによる成長支援 □ 

③ 若手社員へのメンター制度の導入 □ 

④ 1on1ミーティング □ 

⑤ 職業能力向上等の目標設定等に関する相談・助言 □ 

⑥ 定年後の再就職等に関する相談・助言 □ 

⑦ 育児休業等をとりながら働き続けることの奨励・支援 □ 

⑧ 行政などによるキャリアサポート人材の活用 □ 

⑨ その他（自由記入） □ 

 ➡（記入欄） 

「その他」の

内容 

 

 

 

 

【Q.18】企業・労働者を取り巻く環境が急速かつ広範に変化するなかで、リカレント教育への関心が高まりつつあり

ますが、貴社（事業所）でのお取組み状況を教えてください。当てはまるもの１つを選択してください。 

※リカレント教育とは、学校教育からいったん離れたあとも、それぞれのタイミングで学び直し、仕事で求められる

能力を磨き続けていくことを指します。労働者の「自律的・主体的かつ継続的な学び・学び直し」が重要であ

り、学び・学び直しにおける「労使の協働」が大切になるとも言われています。 

 

① 非常に重要であり、会社として具体的な支援をしている □ 

② 重要であると認識しているが、今後、会社としての支援策を検討中である □ 
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③ 重要であると認識しているが、会社としての支援は検討していない □ 

④ 従業員に任せており、会社としてはあまり関心がない □ 

⑤ わからない □ 

 

【Q.19】貴社（事業所）では、今後、人材育成にどの程度の投資を行っていく予定ですか。社員一人当たりの平均

的な 1 年間における投資額（概算費用）を教えてください。以下のなかから当てはまるもの１つを選択して

ください。 

※なお、ここでの人材育成方法には社内、社外の取り組みの双方を含みます。 

 

① 10,000円未満 □ 

② 10,000円以上～30,000円未満 □ 

③ 30,000円以上～50,000円未満 □ 

④ 50,000円以上～100,000円未満 □ 

⑤ 100,000円以上～200,000円未満 □ 

⑥ 200,000円以上 □ 

⑦ わからない □ 

 

【Q.20】貴社（事業所）の社員を業務の一環として外部の講座等に通わせようとした場合、通いやすい時間帯など

はございますか。以下のなかから当てはまるもの１つを選択してください。 

 

① 勤務前の朝の時間帯が通いやすい □ 

② 勤務時間帯のなかで午前が通いやすい □ 

③ 勤務時間帯のなかで午後が通いやすい □ 

④ 勤務終了後の夜間（18時以降）が通いやすい □ 

⑤ 休日が通いやすい □ 

⑥ 特に時間帯の希望はない □ 

⑦ わからない □ 

 

【Q.21】人材採用（新卒）における貴社（事業所）の課題は何ですか。当てはまるもの全てを選択してください。 

 

① 県内の高校（普通高校）からの応募者が少ない □ 

② 県内の高校（工業高校）からの応募者が少ない □ 

③ 県内の高校（普通高校・工業高校以外）からの応募者が少ない □ 

④ 県内の工業高校専攻科・職業訓練校・専門（専修）学校からの応募者が少ない □ 

⑤ 県内の大学からの応募者が少ない □ 

⑥ 県外の教育機関へのアピールはコストがかかり難しい □ 

⑦ 自社が希望する人材の応募が少ない □ 
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⑧ 選考中の辞退、内定辞退が増えている □ 

⑨ 人材の見極めが難しい（採用できて長く定着しないケースが増えている） □ 

⑩ 新卒採用は行っていない □ 

⑪ その他（自由記入） □ 

 ➡（記入欄） 

「その他」の

内容 

 

 

【Q.22】人材採用（中途）における貴社（事業所）の課題は何ですか。当てはまるもの全てを選択してください。 

 

① 募集しても応募者が集まらない □ 

② 募集したい人材像を社内で明確化することが難しい □ 

③ 応募があっても選考中の辞退がある □ 

④ 入社後にミスマッチが表面化するケースがある □ 

⑤ 採用したい人材がいても処遇面（給与等）で合意できないケースがある □ 

⑥ 採用したい人材がいても働き方（リモートワーク、柔軟な勤務時間等）で合意できないケー

スがある 

□ 

⑦ 採用活動を計画的に推進できる人事スタッフがいない □ 

⑧ 中途採用は行っていない □ 

⑨ その他（自由記入） □ 

 ➡（記入欄） 

「その他」の

内容 

 

 

【Q.23】人材育成における貴社（事業所）の課題は何ですか。当てはまるもの全てを選択してください。 

５段階（１．その通り  ３．どちらとも言えない  ５．そうではない）のどこに当てはまるか、回答欄に該当する

番号をご記入ください。 

 

 その通り← どちらとも言えない →そうではない 回答欄 

① 人材育成のプランを作ること自体が難しい １  ２  ３  ４  ５  

② 人材育成の費用対効果が見えにくいので投資しに

くい 

１  ２  ３  ４  ５  

③ 指導者の能力・意識が環境変化に追い付いてい

ない 

１  ２  ３  ４  ５  

④ 業務に追われて研修等の時間を確保できない １  ２  ３  ４  ５  

⑤ OJT 中心でそれ以外の選択肢が少ない   

⑥ 社外の研修等を利用したいが適切な機関等がわ １  ２  ３  ４  ５   
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からない 

⑦ 社外の研修等で学んだ知識を現場で活かせない

ケースが多い 

１  ２  ３  ４  ５  

⑧ スキルアップした社員が離職してしまうリスクもあり不

安を感じる 

１  ２  ３  ４  ５  

⑨ スキルアップ等に対する従業員の意欲を高めること

が難しい 

１  ２  ３  ４  ５  

➉ 人事評価、目標管理制度などを整備していくことも

人材育成を進めていく上での重要な課題となっている 

１  ２  ３  ４  ５  

⑪ 人材育成の進め方等について会社として気軽に相

談できる先が少ない 

１  ２  ３  ４  ５  

⑫ その他（自由記入） １  ２  ３  ４  ５  

 （記入欄） 

「その他」の内容  

 

 

【Q.24】社会や産業のデジタル化が急速に進みつつありますが、貴社（事業所）においてデジタルスキル向上を進

める上での課題はございますか。当てはまるもの１つを選択してください。 

 

① 重要な課題となっている □ 

② どちらか言えば課題である □ 

③ どちらかと言えば課題ではない □ 

④ 重要な課題ではない □ 

⑤ わからない □ 

 

【Q.25】前の Q.24 で「①、②」を選択された方にうかがいます。具体的にはどのような課題がございますか。出来る

限り具体的に教えてください。 

（回答欄） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Q.26】山梨県では「豊かさ共創会議」等での議論を通じて、企業収益と労働環境の向上の持続的な循環関係の
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構築を図っていく方針です。県に期待することを教えてください。当てはまるもの全てを選択してください。 

 

① 企業（事業所）が人材育成の方法等をワンストップで相談できる窓口がほしい □ 

② 企業（事業所）として取り組むべき人材育成への取り組み例を分かりやすく示してほしい □ 

③ 県内外の教育機関、研修機関のサービスメニュー等を一覧で見ることが出来るようなホー

ムページ等があるとよい 

□ 

④ 従業員に対するキャリアサポート人材の派遣を増やしてほしい □ 

⑤ 県内高校向けに企業（事業所）での就業体験等のプログラムを開発してほしい □ 

⑥ 県内の新卒者向けのインターンシップ等の取り組みを支援してほしい □ 

⑦ 県外新卒者向けの採用活動を支援してほしい □ 

⑧ 県外からのUIJターン就職と県内企業（事業所）とのマッチングをさらに支援してほしい □ 

⑨ デジタル化のスキルなど、全ての企業（事業所）に共通する課題に対しては、県が大学

等と連携し、共通の育成プログラムを広く提供してほしい 

□ 

⑩ 県内の労働団体、経済団体、教育機関、行政などが同じ方向に向かって努力できるよう

に、連携の仕組みを強化してほしい 

□ 

⑪ 人材育成に力を入れている企業（事業所）が広く認知いただけるような広報活動等を強

化してほしい 

□ 

⑫ その他（自由回答） □ 

➡（記入欄） 

「その他」の内容  

 

 

 

 

【Q.27】最後に、山梨県内の産業人材の育成において、企業（事業所）の現場での問題意識やお悩み、または県

や教育機関等への提案などについて自由にご記入ください。 

 

（記入欄） 
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資料編２ アンケート調査票（個人向け） 

【Q.１】年齢、ご出身の学校、勤務先等についてお教えください。 

 

①年齢 □19 歳以下 

□20 歳～24 歳 

□25 歳～29 歳 

□30 歳～34 歳 

□35 歳～39 歳 

□40 歳～44 歳 

□45 歳～49 歳 

□50 歳～54 歳 

□55 歳～59 歳 

□60 歳～64 歳 

□65 歳～69 歳 

□70 歳以上 

②性別 □女性 

□男性 

③ご出身の学校 

（最後に卒業された教育

機関） 

□中学校 

□普通高校 

□工業高校 

□普通・工業高校以外の高校 

□工業高校・専攻科 

□職業訓練校 

□専門（専修）学校 

□高等専門学校（高専） 

□短期大学 

□大学 

□大学院 

□その他 

④現在勤務している事業

所での勤務年数 

□1 年未満 

□1 年以上～3 年未満 

□3 年以上～5 年未満 

□5 年以上～10 年未満 

□10 年以上～20 年未満 

□20 年以上～30 年未満 

□30 年以上 
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□現在は就業していない 

⑤現在勤務している事業

所での雇用形態 

□経営者・役員 

□正社員 

□正社員以外 

⑥現在勤務している事業

所人員規模 

（常時勤務する従業員

数） 

□5 人以下 

□6 人～20 人 

□21 人～50 人 

□51 人～100 人 

□101 人～300 人 

□301 人～1,000 人 

□1,001 人以上 

□現在は就業していない 

⑦現在勤務している事業

所の業種 

□製造業（食料品製造業） 

□製造業（生産用機械器具製造業） 

□製造業（電子部品・デバイス・電子回路製造業） 

□製造業（その他） 

□情報通信業（情報サービス業） 

□情報通信業（インターネット附随サービス業） 

□情報通信業（映像・音声・文字情報制作業） 

□宿泊業 

□飲食サービス業 

□旅行業 

□運輸業 

□農業 

□その他 

□現在は就業していない 

⑧現在あなたが就いている

業務（所属する部署） 

※複数の業務に就いている

場合は当てはまるもの全て

を選択。 

□経営企画、新規事業開発等 

□総務・人事 

□財務・経理 

□マーケティング・営業 

□顧客対応 

□研究開発 

□生産 

□その他 

□現在は就業していない 

⑨現在勤務している事業

所の属性 

□山梨県内に本社がある企業の「本社」 

□山梨県内に本社がある企業の「支店、営業所、工場等」 
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□山梨県外に本社がある企業の事業所（支店、営業所、工場等） 

□現在は就業していない 

 

【Q.２】スキルアップ等に対する基本的なお考えをお聞きします。社会経済の変化が激しくなるなか、あなたご自身の

スキルアップを図っていく必要性を感じていますか。当てはまるもの一つを選択してください。 

 

① 必要性を感じている □ 

② どちらかと言えば、必要性を感じている □ 

③ どちらかと言えば、必要性を感じていない □ 

④ 必要性を感じていない □ 

⑤ わからない □ 

 

 

【Q.３】スキルアップ等に対する取り組み状況をお聞きします。あなたご自身は何らかのスキルアップに取り組んでいま

すか。当てはまるもの一つを選択してください。 

※ここでのスキルアップは会社での取り組み、自己啓発等の自主的取り組みの全てを含みます。 

 

① 現在、取り組んでいる □ 

② 現在は取り組んでいないが、今後取り組む予定である □ 

③ 現在は取り組んでおらず、今後も取り組む予定はない □ 

④ わからない □ 

 

 

【Q.４】前記 Q.３で「①現在、取り組んでいる」を選択した方にうかがいます。あなたご自身が取り組んでいるスキル

アップではどのような能力・スキルの向上を目指していますか。当てはまるもの最大３つまで選択してください。 

※ここでのスキルアップは会社での取り組み、自己啓発等の自主的取り組みの全てを含みます。 

 

① マネジメント能力・リーダーシップ □ 

② 課題解決スキル（問題の発見・分析・思考・創造力等） □ 

③ ビジネスのデジタル化を推進していく能力・スキル □ 

④ 新しい事業を立ち上げていく能力・スキル □ 

⑤ 現在勤務する企業の枠を超えて新しい産業をプロデュースしていく能力・スキル □ 

⑥ 産業の脱炭素、グリーン化を推進できる能力・スキル □ 

⑦ ＩＴを使いこなす一般的な知識・能力（ＯＡ・事務機器操作、オフィスソフトウェア操作など） □ 

⑧ コミュニケーション能力・説得力 □ 

⑨ 高度な専門的知識・スキル □ 

⑩ 語学（外国語）力 □ 
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⑪ 専門的なＩＴの知識・能力（システム開発・運用、プログラミング等） □ 

⑫ 職種に特有の実践的スキル □ 

⑬ チームワーク、協調性・周囲との協働力 □ 

⑭ 営業力・接客スキル、共感スキル □ 

⑮ 定型的な事務・業務を効率的にこなすスキル □ 

⑯ その他の能力・スキル □ 

 

 

【Q.５】前記 Q.３で「①現在、取り組んでいる」を選択した方にうかがいます。あなたが現在取り組んでいるスキルア

ップはどのような方法で行っていますか。当てはまるもの全てを選択してください。 

※ここでのスキルアップは会社での取り組み、自己啓発等の自主的取り組みの全てを含みます。 

 

① 普段の業務遂行を通じて（OJT） □ 

② 会社内の研修等の受講 □ 

③ 会社が指定する社外講座（公的教育機関、民間企業等）の受講 □ 

④ 自己啓発（書籍、ネット等での情報収集や学習） □ 

⑤ 自己啓発（通信講座等の受講） □ 

⑥ 自己啓発（公的教育機関や民間企業が開催する講座の受講） □ 

⑦ その他 □ 

 

 

【Q.６】あなたが「過去５年間」で経験したことのある研修・自己啓発の内容について、以下のなかで当てはまるもの

全てを選択してください。 

※ここでのスキルアップは会社での取り組み、自己啓発等の自主的取り組みの全てを含みます。 

 

① 職場でのOJT □ 

② 職場での研修 □ 

③ eラーニング（インターネット）による学習 □ 

④ ラジオ、テレビ、専門書等による自学、自習 □ 

⑤ 社内の自主的な勉強会、研究会への参加 □ 

⑥ 社外の勉強会、研究会への参加 □ 

⑦ 通信教育の受講 □ 

⑧ 民間教育訓練機関（民間企業、公益法人、各種団体）の講習会、セミナーへの参加 □ 

⑨ 公共職業能力開発施設の講座の受講 □ 

⑩ 高等専門学校、大学、大学院の講座の受講 □ 

⑪ 専修学校、各種学校の講座の受講 □ 

⑫ その他 □ 
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【Q.７】今後、スキルアップを目指すとすれば、どのような能力・スキルの向上に関心がございますか。当てはまるもの

最大３つまで選択してください。 

 

① マネジメント能力・リーダーシップ □ 

② 課題解決スキル（分析・思考・創造力等） □ 

③ ビジネスのデジタル化を推進していく能力・スキル □ 

④ 新しい事業を立ち上げていく能力・スキル □ 

⑤ 現在勤務する企業の枠を超えて新しい産業をプロデュースしていく能力・スキル □ 

⑥ 産業の脱炭素、グリーン化を推進できる能力・スキル □ 

⑦ ＩＴを使いこなす一般的な知識・能力（ＯＡ・事務機器操作、オフィスソフトウェア操作など） □ 

⑧ コミュニケーション能力・説得力 □ 

⑨ 高度な専門的知識・スキル □ 

⑩ 語学（外国語）力 □ 

⑪ 専門的なＩＴの知識・能力（システム開発・運用、プログラミング等） □ 

⑫ 職種に特有の実践的スキル □ 

⑬ チームワーク、協調性・周囲との協働力 □ 

⑭ 営業力・接客スキル、共感スキル □ 

⑮ 定型的な事務・業務を効率的にこなすスキル □ 

⑯ その他の能力・スキル □ 

 

 

【Q.８】今後、スキルアップを目指すとすれば、どの程度の「自己負担」まで許容できそうですか。当てはまるもの１つ

を選択してください。 

※会社からの資金援助が想定される場合はそれを除いて「自分で負担できる額」をお応えください。 

 

① 5,000円未満 □ 

② 5,000円以上～10,000円未満 □ 

③ 10,000円以上～20,000円未満 □ 

④ 20,000円以上～30,000円未満 □ 

⑤ 30,000円以上～50,000円未満 □ 

⑥ 50,000円以上～100,000円未満 □ 

⑦ 100,000円以上 □ 

⑧ わからない □ 
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【Q.９】今後、スキルアップを目指し、社外の講座等に通うとした場合、通いやすい時間帯などはございますか。以下

のなかから当てはまるもの１つを選択してください。 

 

① 朝の時間帯が通いやすい □ 

② 午前が通いやすい □ 

③ 午後が通いやすい □ 

④ 夜間（18時以降）が通いやすい □ 

⑤ 休日が通いやすい □ 

⑥ 特に時間帯の希望はない □ 

⑦ わからない □ 

 

 

【Q.10】今後、スキルアップを目指していく場合、課題となることはなんでしょうか。当てはまるもの最大３つまで選択

してください。 

 

① 仕事が忙しくて余裕がない □ 

② 費用がかかりすぎる □ 

③ 家事・育児が忙しくて自己啓発の余裕がない □ 

④ どのようなスキルを向上させていくべきかわからない □ 

⑤ 自分の目指すキャリアがわからない □ 

⑥ どのようなコース（研修講座等）が自分の目指すキャリアに適切なのかわからない □ 

⑦ 自己啓発の結果が社内で評価されない □ 

⑧ 適当な教育訓練機関がわからない、見つからない □ 

⑨ コース受講や資格取得の効果が定かでない □ 

⑩ 自己啓発等の情報は世の中にあるが、どれを選択してよいのかがわからない □ 

⑪ 自分に合ったスキルアップ等の方法を相談するところがない □ 

⑫ その他 □ 

 ➡（記入欄） 

「その他」の

内容 

 

 

 

 

 

【Q.11】今後、スキルアップを目指していく場合、受講すべき講座や専門家は山梨県に十分にそろっていると感じます

か。当てはまるもの１つを選択してください。 

 

① 十分に県内にそろっていると感じる □ 
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② どちらかと言えば、県内にそろっていると感じる □ 

③ どちらかと言えば、県内にはそろっているとは感じない □ 

④ 県内にはそろっているとは感じない □ 

⑤ わからない □ 

 

 

【Q.12】前記 Q.11 で「③どちらかと言えば、県内にはそろっているとは感じない」、「④県内にはそろっているとは感じ

ない」を選択した方にうかがいます。どのような講座、専門家が不足していると感じますか。出来る限り具体的

に教えてください。 

（回答欄） 

 

 

 

 

 

 

 

【Q.13】現在、あなたが勤務する会社（事業所）で取り組んでいる能力開発をすべて選択してください。あなたがご

存知の範囲で当てはまるもの全てを選択してください。 

 

① 新入社員研修  □ 

② 若手・中堅社員研修 □ 

③ 管理職研修 □ 

④ 経営幹部研修 □ 

⑤ OJT・現場研修 □ 

⑥ 社内の指導者による社内研修 □ 

⑦ 社員の小集団活動による自主的な学習 □ 

⑧ 社外のセミナーや講習会の受講 □ 

⑨ 通信教育（インターネット上の教育を含む） □ 

⑩ 自己啓発の奨励・支援（費用補助等） □ 

⑪ 資格取得支援制度（費用補助等） □ 

⑫ 大学等への通学の奨励・支援（費用補助等） □ 

⑬ 取引先等への研修出向 □ 

⑭ その他 □ 

 

 

【Q.14】社会や産業のデジタル化が急速に進みつつありますが、あなたが勤務する会社（事業所）においてデジタ
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ルスキル向上を進める上での課題はありますか。当てはまるもの１つを選択してください。 

 

① 重要な課題となっている □ 

② どちらか言えば課題である □ 

③ どちらかと言えば課題ではない □ 

④ 重要な課題ではない □ 

⑤ わからない □ 

 

 

【Q.15】前の Q.14 で「①、②」を選択された方にうかがいます。具体的にはどのような課題がございますか。出来る

限り具体的に教えてください。 

（回答欄） 

 

 

 

 

 

 

 

【Q.16】あなたが勤務する会社（事業所）のトップ（経営者・幹部）は、従業員がスキルアップを図っていく必要

性を感じていますか。当てはまるもの１つを選択してください。 

 

① 必要性を感じている □ 

② どちらかと言えば、必要性を感じている □ 

③ どちらかと言えば、必要性を感じていない □ 

④ 必要性を感じていない □ 

⑤ わからない □ 

 

 

【Q.17】あなたが勤務する会社（事業所）は、従業員のスキルアップの機会を十分に提供または支援してくれてい

ると感じていますか。当てはまるもの１つを選択してください。 

※ここでのスキルアップは会社での取り組み、自己啓発等の自主的取り組みの全てを含みます。 

 

① 十分なスキルアップ機会と支援があると感じている □ 

② どちらかと言えば、スキルアップ機会と支援があると感じている □ 

③ どちらかと言えば、スキルアップ機会と支援があるとは感じていない □ 

④ スキルアップ機会と支援があるとは感じていない □ 
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⑤ わからない □ 

 

【Q.18】あなたがスキルアップ等を図っていくために、勤務する会社（事業所）に期待することは何ですか。当てはま

るもの最大３つまで選択してください。 

 

① 自分のキャリアについて専門家に気軽に相談できるとよい □ 

② 自分のスキルアップ方法について専門家に気軽に相談できるとよい □ 

③ 自分のスキルアップ方法について上司や幹部社員に気軽に相談できるとよい □ 

④ スキルアップの方法等について県内外の情報を従業員に提供してほしい □ 

⑤ 様々な経験・スキルを身につけていくために定期的なジョブローテーションがあるとよい □ 

⑥ 普段の業務を通じてスキルアップを図るために、もっと計画的にOJTに取り組める職場になっ

てほしい 

□ 

⑦ 職場の従業員どうしが気軽に教え合える職場になってほしい □ 

⑧ 社外の研修等にもっと積極的に参加できたらよい □ 

⑨ 休暇制度、短時間勤務制度などをもっと充実させてほしい □ 

⑩ 自己啓発への資金補助がもっとあるとよい □ 

⑪ スキルアップの結果を社内で認めてくれる仕組みがあってほしい（人事評価等） □ 

⑫ その他 □ 

 ➡（記入欄） 

「その他」の

内容 

 

 

 

 

【Q.19】皆様のスキルアップに向けて県や教育機関等へ期待することを教えてください。当てはまるもの最大３つまで

選択してください。 

 

① 自分自身のスキルアップ計画等についてワンストップで相談できる公共の窓口があるとよい □ 

② スキルアップ等について職場で気軽に相談できるように、専門家を各職場に派遣してほしい □ 

③ 山梨県内でスキルアップ等のための学びが出来る講座・コースなどをワンストップで見ることが

出来るホームページがあるとよい 

□ 

④ 山梨県内に、実践に役立つスキル等を学べる教育機関等がもっとあるとよい □ 

⑤ 山梨県内の教育機関（含む民間）で行う講座・コース等の内容が、もっと実務に役立つ

ものになるとよい 

□ 

⑥ 県内に限らず県外の教育機関（含む民間）のノウハウを県内の労働者が学べる機会が

あるとよい 

□ 

⑦ スキルアップした成果等を公的に認証してくれるような仕組みがあるとよい □ 

⑧ 全ての業界・企業に共通するデジタル化スキルについては、県が共通の仕組みを構築する □ 
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など、効率的な学びの場を用意してほしい 

⑨ 人材育成等に意欲的に取り組んでいる企業（事業所）の取り組み例を広くアピールして

ほしい 

□ 

⑩ 社内における人材育成等の必要性に対する産業界の理解をもっと促してほしい □ 

⑪ その他（自由回答） □ 

➡（記入欄） 

「その他」の

内容 

 

 

 

 

 

 

 

【Q.20】最後に、現場での問題意識やお悩み、または皆様のスキルアップに向けて県や教育機関等への提案などに

ついて自由にご記入ください。 

 

（記入欄） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

 


